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ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
作
品
を
好
ん
だ
本
の
虫

　

一
八
九
六
年
十
月
三
日
。
日
が
少
し
ず
つ
短
く
な
り
始
め
、
や
が
て

長
く
暗
い
冬
が
間
違
い
な
く
訪
れ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
、
あ
る
秋
の

日
、
ひ
と
り
の
紳
士
が
息
を
ひ
き
と
っ
た
。

　

そ
の
人
物
の
名
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
（W

illiam
 M

orris 

一
八
三
四
―
九
六
）
と
い
う
。
死
亡
診
断
書
に
は
こ
う
書
か
れ
た
。
「
成

人
男
性
十
人
分
の
働
き
以
上
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
よ
る
」
、

す
な
わ
ち
「
働
き
す
ぎ
」
と
医
者
は
言
い
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
実
際
、

モ
リ
ス
の
多
才
ぶ
り
は
尋
常
で
は
な
く
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
成
人
十

人
分
ど
こ
ろ
で
は
な
い
活
動
を
精
力
的
に
繰
り
広
げ
た
。

　

し
か
し
、
我
々
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
名
を
聞
い
て
、
も
っ
と

も
身
近
に
思
い
浮
か
べ
る
も
の
と
い
え
ば
、
草
花
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

数
々
の
プ
リ
ン
ト
・
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
リ
バ
テ
ィ
・

プ
リ
ン
ト
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
含
み
、
英
国
で
暮
ら
せ
ば
し

ば
し
ば
目
に
す
る
は
ず
だ
。

　

葉
脈
ま
で
美
し
く
描
き
出
さ
れ
た
大
き
な
葉
、
優
美
な
曲
線
を
見
せ

る
ツ
タ
状
の
茎
、
四
季
を
感
じ
さ
せ
る
花
々
と
果
実
、
そ
し
て
そ
の
ま

わ
り
で
さ
え
ず
る
声
が
聞
こ
え
る
か
の
よ
う
な
小
鳥
た
ち
。
そ
れ
ら
が
、

ま
る
で
万
華
鏡
を
の
ぞ
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で
繰

り
返
さ
れ
る
。
か
と
い
っ
て
、
決
し
て
単
調
す
ぎ
ず
、
日
々
眺
め
て
も

飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
モ
リ
ス
の
卓
越
し
た
色
彩
セ
ン
ス
に
よ
り
、
注

意
深
く
選
ば
れ
た
色
の
組
み
合
わ
せ
と
あ
い
ま
っ
て
心
地
よ
い
空
間
を

演
出
す
る
、
そ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
人
気
は
百
年
た
っ
た
今
で
も
衰
え

る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
た
自
然
を
愛
で
る
気
質
は
、
幼

少
の
頃
の
環
境
に
よ
っ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
言
え
そ
う
だ
。

　

モ
リ
ス
は
一
八
三
四
年
三
月
十
四
日
、
東
ロ
ン
ド
ン
で
産
声
を
あ
げ

た
。
最
終
的
に
は
九
人
の
子
持
ち
と
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
エ
マ
の
モ
リ

ス
夫
妻
に
と
っ
て
は
三
番
目
の
子
供
、
そ
し
て
待
望
の
長
男
と
し
て
誕

生
。
父
親
と
同
じ
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
名
付
け
ら
れ
た
。
証
券
仲
買
人
と
し

て
成
功
し
た
父
の
お
か
げ
で
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
幼
少
時
代
を
送
っ

た
と
本
人
も
述
懐
し
て
い
る
。

　

モ
リ
ス
は
、
東
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ォ
ル
サ
ム
ス
ト
ー
の
エ
ル
ム
・
ハ
ウ

ス
か
ら
、
六
歳
で
エ
セ
ッ
ク
ス
の
広
々
と
し
た
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
、

ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
に
移
る
。
王
室
の
狩
猟
場
で
も
あ
っ
た

エ
ッ
ピ
ン
グ
の
森
近
く
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
が
残
る
場
所
だ
っ
た
。

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
モ
リ
ス
の
広
大
な
遊
び
場
と
な
っ
た
。
少
し
大
き
く

な
っ
て
か
ら
は
、
乗
馬
も
楽
し
ん
だ
。「
三
つ
子
の
魂
―
」
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
成
人
し
て
か
ら
も
、
し
ば
し
ば
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
に
家

を
構
え
、
生
涯
、
そ
の
自
然
志
向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

二
人
の
姉
エ
マ
、
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
と
仲
が
良
か
っ
た
モ
リ
ス
だ
が
、

一
人
で
本
を
読
ん
で
過
ご
す
こ
と
も
多
か
っ
た
。
家
に
あ
る
数
多
く
の

本
を
読
み
あ
さ
り
、
中
で
も
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
や
、
歴
史
小

説
家
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
作
品
が
お
気
に
入
り
だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
読
書
に
よ
り
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も
の
、

歴
史
的
な
も
の
へ
の
志
向
が
根
付
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
屋
外
と
屋
内
の
両
方
で
、
モ
リ
ス
の
感
性
は
絶
え
間
な
く

●Great Britons ●取材･執筆／山口由香里・本誌編集部

英国モダン・デザインの大御所といえば、
真っ先に挙がる名前の一つに違いないウィリアム・モリス。
優れた芸術家であると同時に
実業家としての手腕も兼ね備え、商業的にも成功、
そのうえ、詩人、政治活動家としても大きな功績を残した。
しかし、その成功者としての顔の裏に、
親友と妻との関係に耐え忍ぶ夫の顔も持っていた。
今回は、この偉大な人物の様々な顔をご紹介したい。
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磨
か
れ
、
後
に
多
方
面
で
花
開
く
素
地
が
モ

リ
ス
本
人
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、
し
か
し
着

実
に
築
か
れ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

人
生
を
決
め
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
時
代

　

モ
リ
ス
は
十
三
歳
の
時
に
父
親
を
亡
く

す
が
、
父
親
は
、
残
さ
れ
た
家
族
が
不
自
由

し
な
い
だ
け
の
財
を
成
し
て
い
た
た
め
、
進

学
に
も
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

十
九
歳
に
な
る
一
八
五
三
年
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
の
エ
ク
セ
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入

学
。
こ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
時
代
に
、
そ

の
後
の
モ
リ
ス
の
人
生
に
お
け
る
主
要
登

場
人
物
と
な
る
人
々
と
次
々
に
知
り
合
う
。

　

ま
ず
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
赴
い
て
間

も
な
く
、
生
涯
の
友
で
共
同
事
業
主
と
も
な

る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
下

の
コ
ラ
ム
参
照
）
と
出
会
う
。
英
国
モ
ダ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
を
ふ
り
返
る
時
、
こ
の

出
会
い
は
、
例
え
る
な
ら
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン

と
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
級
の
出
会
い

だ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

モ
リ
ス
は
、
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
フ

ラ
ン
ス
を
旅
す
る
。
優
れ
た
建
築
物
や
芸
術

品
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
の
旅
で
の
経

験
が
、
そ
の
後
の
二
人
が
進
む
道
を
決
定
し

た
。
聖
職
者
と
な
る
た
め
の
勉
学
に
励
ん
で

い
た
彼
ら
だ
っ
た
が
、
一
転
、
芸
術
の
道
を

志
す
よ
う
に
な
る
。

　

当
時
、
注
目
を
集
め
た
ネ
オ
・
ゴ
シ
ッ
ク

の
建
築
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
ド
モ
ン
ド
・
ス
ト

リ
ー
ト
の
事
務
所
に
研
修
生
と
し
て
入
っ

た
モ
リ
ス
は
、
そ
こ
で
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ェ
ッ

ブ
と
の
友
情
を
育
む
。
建
築
家
の
ウ
ェ
ッ
ブ

は
、
モ
リ
ス
が
新
婚
時
代
に
住
ん
だ
家
（
後

述
の
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
）
の
設
計
や
、
モ
リ

ス
の
終
の
棲
家
と
い
え
る
墓
石
の
デ
ザ
イ

ン
も
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
後
に
友
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は

説
明
し
き
れ
な
い
関
係
と
な
る
ダ
ン
テ
・
ガ

ブ
リ
エ
ル
・
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
と
知
己
と
な
っ
た

の
も
同
時
期
だ
。
時
と
し
て
、
偉
大
な
人
々

が
磁
石
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
集
ま

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
の
モ
リ
ス
周
辺
は
、

ま
さ
に
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

モ
リ
ス
に
階
級
の
壁
を
越
え
さ
せ
た
、

ジ
ェ
ー
ン
の
美
貌

　

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
は
、
当
時
、
最
も
影
響
力
の

あ
る
美
術
批
評
家
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ

ン
が
支
援
し
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の
中
心

的
な
画
家
だ
っ
た
。

　

モ
リ
ス
が
発
起
人
の
一
人
と
な
っ
た

『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
＆
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・

マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
が
短
期

間
出
し
て
い
た
『
ジ
ャ
ー
ム
』
誌
を
基
に
し

た
も
の
で
、
詩
や
小
説
、
批
評
を
掲
載
し
て

い
た
。
こ
の
刊
行
物
に
、
詩
作
も
た
し
な
む

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
が
寄
稿
し
た
こ
と
、
画
家
に

 ロゼッティのモデル兼妻、画家でもあった
エリザベス・シダル
Elizabeth Eleanor Siddal  1829 - 1862

　ダンテ・ガブリエル・ロゼッ
ティの初期作品ほとんどのモ
デルを務め、ロゼッティに励
まされ、絵も描いた。10年も
の婚約期間を経て、ロゼッティ
と結婚したが、結婚生活は短
かった。子供を死産で失って
間もなく、薬の過剰摂取によ
り亡くなった。ロゼッティと、
モリスの妻ジェーンの間を気
に病んでいたとも言われ、自
殺とも疑われている。
  

女性を描き続けた
ダンテ・ガブリエル・ロゼッティ
Dante Gabriel Rossetti  1828 - 1882

　ジェーンの前にも、モデル
のファニー・コーンワースと
恋愛関係にあったロゼッティ

（日本では「ロセッティ」が一
般的）だが、エリザベスを亡
くしてから薬に溺れ、精神を
病み、一時は絵が描けなくなっ
た。最後は友達関係であった
とされるものの、ジェーンと
のつきあいは長く続いた。当
時、人目にたつ不倫ざたとなっ
てしまった妻と友のスキャン
ダルの影で、モリスが心を通
わせたのが、モリスの親友バーン＝ジョーンズの妻で
画家でもあるジョージアーナ・マクドナルドだった。

バーン＝ジョーンズの妻、
そしてモリスの心の友
ジョージアーナ・マクドナルド
Georgiana Burne-Jones （旧姓McDonald） 1840 - 1920

　モリスの生涯の友エドワー
ド・バーン＝ジョーンズもモ
デルとの関係でスキャンダル
を起こした。同病相哀れむと
いうことか、バーン＝ジョーン
ズの妻で画家でもあるジョー
ジアーナに、モリスは手紙を
送り、悩みを打ち明けている。
恋愛感情があったのでは、と
も推測されているが、離婚は
考えられないことだった当時、
モリス、バーン＝ジョーンズ
夫妻とも、それぞれ添い遂げている。
　ジョージアーナを含む４人の女きょうだいは、それぞ
れの夫、息子らが、画家、首相、作家など後世に名を残
したことからマクドナルド・シスターズとしても有名。
 

最後までモリスの親友だった
エドワード・バーン＝ジョーンズ
Sir Edward Coley Burne-Jones  1833 - 1898

　画家として、当初ロゼッティ
からの影響を色濃く受けなが
らも、次第に自分のスタイル
を確立したバーン＝ジョーン
ズだったが、不倫問題でもロ
ゼッティを追う形となった。
その波紋の大きさから、美術
界を締め出されそうにもなっ
た、ギリシャ人モデルのマリ
ア・ザンバコとの恋愛は、ザ
ンバコが自殺を図ったことで

終焉を迎えた。
　学生時代か
らのモリスとの友情は晩年まで続き、
モリスの死の翌々年に亡くなっている。
モリスの死にショックを受け、弱って
いったとも伝えられている。

フ
ル
ハ
ム
に
あ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ

の
自
宅
の
庭
で
一
八
七
四
年
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
。
左
か
ら

三
人
目
が
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
五
人
目
が
妻
の
ジ
ョ
ー

ジ
ア
ー
ナ
、
右
か
ら
三
人
目
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、
そ

の
右
隣
が
妻
、
ジ
ェ
ー
ン
。

ラファエル前派の画家の中で、もっとも成功したひとりといえるミレイの

代表作『オフィーリア』（1852 年）。

ラファエル前派  関係メンバー
愛憎は芸術のコヤシ !?

　ラファエル前派（Pre-Raphaelite Brotherhood）はロイヤル・アカデミーの学生だったウィリアム・ホルマン・
ハント、 ダンテ・ガブリエル・ロゼッティ、ジョン・エヴァレット・ミレイによって、1848 年に結成された芸術
家グループだ。当時、アカデミーでも主流となっていた古典主義に反発、古典主義を完成させたルネッサンスの
画家ラファエロ（英語では「ラファエル」）以前のように、対象をあるがままに描くことをスローガンとして、命
名された。ウィリアム・モリスや友人のエドワード・バーン＝ジョーンズも、その中に含めて考えられることもある。
　血気盛んな若者たち、画家とモデルの恋愛ざたも多かった。モリスと関わりのあった人々をご紹介しよう。

偉大な批評家で元祖ロリコン説もある
ジョン・ラスキン
John Ruskin  1819 - 1900

　批評家のラスキンは当時の
アート界で大きな影響力を持
ち、モリスもオックスフォー
ド以前から、その著作のいく
つかを読んでいた。
　ラファエル前派を支援して
いたラスキンが、中でも一番
その才能を見込んでいたのが
ジョン・エヴァレット・ミレ
イだった。ミレイはラスキン
の肖像画やその妻エフィをモ
デルとした絵も描いている。
　ラスキンより10歳近く年下だったエフィはミレイと
恋仲になり、離婚、再婚した。当時は難しかった離婚
が成立したのは、結婚が非完成（＝夫婦生活がない）
であると裁判で認められたため。ラスキンは不能であっ
たとも、ロリコンの語源となった小説『ロリータ』の
主人公である男性のモデルとも言われている。
  

後に、反発していた
ロイヤル・アカデミーの学長となった
ジョン・エヴァレット・ミレイ
Sir John Everett Millais  1829 - 1896 

　ミレイの代表作『オフィー
リア』のモデルは、当時、ロ
ゼッティの婚約者だったエリ
ザベス・シダル。こちらはロ
ゼッティと三角関係になるよ
うなことはなかったが、水面
に浮かぶオフィーリアを描く
のに、長い間、エリザベスを
水につけ、ひどい風邪をひか
せてしまった。ミレイがエリ
ザベスの父親に医療費を請求
された記録がある。

ラスキン、その妻エフィ、ミ
レイの三角関係は当時、一
大スキャンダルとして騒が
れた。

ヴィクトリア女王の寵愛を得
たが、ラスキンの妻との不
倫騒動で怒りを買った。死
の直前にようやく女王に赦
された。

エリザベスの死を悼んだロ
ゼッティが描いた『ベア
タ・ベアトリクス Beata 
Beatrix』（1864-70年）。

ジョージ・フレデリック・ワッ
ツ George Frederic Watts
作の肖像画。

© National Portrait Gallery

夫、エドワード・バーン＝
ジョーンズによる肖像画。

エドワード・バーン＝ジョー
ンズ（左）とウィリアム・モ
リス。1874 年撮影。

☆ドラマチックなラファエル前派の人間関係は、BBCで２度もドラマ化されている。『ザ・ラブ・スクール』という1975
年のドラマではベン・キングズレーがロゼッティ役で出演した。2009年放映の『デスパレート・ロマンティックス』は、
BBCのサイトでおおまかなストーリーが、いくつかの場面やインタビューと楽しめる。
☆『オペラ座の怪人』などの作曲家で、最近ではオーディション番組の審査員としてもお馴染みのアンドリュー・ロイド・
ウェバーは、ラファエル前派の収集家としても知られる。ロイヤル・アカデミーで展示会を開いたこともある。

アーサー王伝説で活躍する魔術師マーリンを題材
にした『The Beguiling of Merlin』（1874 年）。
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な
っ
た
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
も
ロ
ン
ド

ン
で
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
と
知
り
合
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
重
な
り
、
モ
リ
ス
と
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ

は
自
然
に
同
じ
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

モ
リ
ス
が
、
後
に
妻
と
な
る
ジ
ェ
ー
ン
・

バ
ー
ン
ズ
（Jane Burns

）
と
出
会
っ
た

の
も
、
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
を
通
じ
て
だ
っ
た
。
バ
ー

ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
出
か
け
た
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
の
劇
場
で
ジ
ェ
ー
ン
に
会
っ
た

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
は
、
す
ぐ
に
モ
デ
ル
と
し
て

の
素
質
を
見
抜
く
。
背
が
高
く
痩
せ
型
の

ジ
ェ
ー
ン
は
、
当
時
の
美
の
基
準
か
ら
は
外

れ
て
い
た
が
、
そ
の
大
き
な
目
、
豊
か
な
波

打
つ
髪
は
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
（
前
衛
的
）

な
美
の
象
徴
と
し
て
、
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
絵
に

そ
れ
か
ら
三
十
年
に
も
わ
た
っ
て
登
場
し

続
け
る
。

　

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
、
及
び
そ
の
友
人
画
家
た
ち

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ジ
ェ
ー
ン
に
出
会
っ

た
モ
リ
ス
も
た
ち
ま
ち
、
そ
の
魅
力
の
虜
と

な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
い
一
八
五
八
年
、
二

人
は
婚
約
し
た
こ
と
を
発
表
す
る
。
そ
れ

は
、
周
囲
の
大
反
対
を
押
し
切
っ
て
の
結
婚

だ
っ
た
。

　

一
八
三
四
年
生
ま
れ
の
モ
リ
ス
の
人
生

は
、
一
八
三
七
年
か
ら
一
九
〇
一
年
ま
で
続

い
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
と
、
ほ
ぼ
重
な
る
。

こ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
あ
っ
て
、
異

な
る
階
級
に
属
す
る
者
同
士
の
結
婚
は
、
ま

ず
起
こ
り
え
な
い
こ
と
と
見
な
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ス
の
出

身
だ
っ
た
ジ
ェ
ー
ン
。
か
た
や
裕
福
な
ミ
ド

ル
・
ク
ラ
ス
と
い
う
育
ち
の
モ
リ
ス
。
ジ
ェ
ー

ン
に
対
す
る
、
モ
リ
ス
の
熱
病
の
よ
う
な
思

い
を
、
友
人
た
ち
は
冷
ま
そ
う
と
試
み
る
が

二
人
の
決
意
は
固
か
っ
た
。

　

モ
リ
ス
は
美
し
い
ジ
ェ
ー
ン
に
純
粋
に

ひ
か
れ
、
一
方
の
ジ
ェ
ー
ン
は
モ
リ
ス
と

の
結
婚
に
安
定
し
た
豊
か
な
暮
ら
し
を
見

て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
身
分
違
い
の
結
婚
の
先
に
、
大
き
な
試

練
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
を
モ
リ
ス
も

ジ
ェ
ー
ン
も
予
見
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

後
世
に
な
っ
て
我
々
が
何
を
言
っ
て
も

詮
な
い
こ
と
だ
が
、
も
し
、
先
に
出
会
い
、

互
い
に
ひ
か
れ
あ
っ
て
も
い
た
で
あ
ろ
う

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
と
ジ
ェ
ー
ン
が
結
ば
れ
て
い

た
ら
、
二
つ
の
不
幸
な
結
婚
の
代
わ
り
に
、

一
つ
の
幸
福
な
結
婚
が
生
ま
れ
て
い
た
の

で
は
、
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

だ
が
、
ジ
ェ
ー
ン
と
知
り
合
っ
た
時
に
は
、

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
に
は
既
に
婚
約
者
の
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
シ
ダ
ル
が
い
た
の
で
あ
る
。

才
能
が
結
集
し
た
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス

　

晴
れ
て
夫
婦
と
な
っ
た
二
十
五
歳
の
モ

リ
ス
と
二
十
歳
の
ジ
ェ
ー
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
の
グ
レ
ー
ト
・
オ
ー

モ
ン
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
住
み
な
が
ら
、
自

宅
の
建
築
に
取
り
掛
か
る
。
モ
リ
ス
が
選
ん

だ
の
は
ケ
ン
ト
の
べ
ク
ス
リ
ー
ヒ
ー
ス
。
そ

こ
に
赤
レ
ン
ガ
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
た
二

人
の
家
は
、
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
、

間
も
な
く
、
モ
リ
ス
と
親
し
い
芸
術
家
た
ち

の
溜
ま
り
場
と
な
る
。

　

こ
の
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
は
、
ウ
ェ
ッ
ブ
が

建
築
家
と
し
て
初
め
て
設
計
し
た
家
で
あ

り
、
彼
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
『
作
品
』
と

な
っ
た
。
ま
た
、
モ
リ
ス
の
友
人
た
ち
が
イ

ン
テ
リ
ア
を
担
当
。
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の

パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
の
才
能
が
結
集
し
、
そ
れ

が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
、
贅
沢
な
場
と
な
っ

た
の
だ
。

　

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
モ
リ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
商
会
の
誕
生
に
つ
な
が
っ

た
。
モ
リ
ス
と
そ
の

友
人
た
ち
、
つ
ま
り
ロ

ゼ
ッ
テ
ィ
、
バ
ー
ン
＝

ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
ウ
ェ
ッ

ブ
に
、
フ
ォ
ー
ド
・
マ

ド
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ォ
ー

ク
ナ
ー
、
Ｐ
・
Ｐ
・
マ
ー

シ
ャ
ル
ら
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
家
具
、
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
な
ど
を
商
品
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

を
ス
タ
ー
ト
。
モ
リ
ス
は
こ
の
時
二
十
七
歳
。

や
が
て
、
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
界
の
先
頭
を

走
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
モ
リ
ス
に
と
っ

て
は
、
ま
だ
助
走
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
を
愛
し
て
い
た
モ
リ
ス

だ
が
、
モ
リ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ー
ク

ナ
ー
商
会
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
軌

道
に
乗
り
、
忙
し
く
な
る
と
、

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
ま
で
半
日

が
か
り
と
い
う
レ
ッ
ド
・
ハ

ウ
ス
に
住
む
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
く
。
加
え
て
、
当

時
の
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス
の
ま

わ
り
は
何
も
な
い
田
舎
で
、

友
人
も
い
な
い
ジ
ェ
ー
ン
が

寂
し
さ
の
あ
ま
り
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
気
味
に
な
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
レ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ス

で
生
ま
れ
た
二
人
の
娘
と
と
も
に
、
モ
リ

ス
一
家
は
ロ
ン
ド
ン
に
居
を
移
す
こ
と
に

な
っ
た
。

葛
藤
を
乗
り
越
え
、容
認
を
選
ん
だ
夫

　

こ
う
し
て
、
表
面
的
に
は
順
調
に
見
え
る

結
婚
生
活
を
送
る
モ
リ
ス
と
は
対
照
的
に
、

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
私
生
活
は
き
わ
め
て
難
し

い
局
面
を
迎
え
て
い
た
。
結
婚
後
も
頻
繁
に

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
を
務
め
た
ジ
ェ
ー

ン
と
の
間
を
、
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
妻
の
エ
リ
ザ

ベ
ス
が
疑
わ
ぬ
は
ず
が
な
か
っ
た
。
ロ
ゼ
ッ

テ
ィ
は
、
彼
の
『
ミ
ュ
ー
ズ
（
美
の
女
神
）
』

と
し
て
多
く
の
作
品
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

エ
リ
ザ
ベ
ス
と
十
年
の
婚
約
生
活
を
経
て

結
婚
し
た
も
の
の
（
十
二
頁
コ
ラ
ム
参
照
）
、

結
婚
生
活
は
突
然
、
残
酷
な
形
で
終
わ
り

を
告
げ
る
。
子
供
を
死
産
で
失
っ
た
こ
と
か

ら
立
ち
直
れ
ず
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
薬
物
の
過

剰
摂
取
で
急
逝
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ロ

ゼ
ッ
テ
ィ
と
ジ
ェ
ー
ン
の
関
係
に
悩
ん
だ

末
の
自
殺
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
を
亡
く
し
た
と
こ
ろ
に
、

ジ
ェ
ー
ン
が
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
て
き
た
た
め
、

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
と
ジ
ェ
ー
ン
の
関
係
は
世
間
で

取
り
沙
汰
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
く
。

　

だ
が
、
当
時
、
離
婚
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
多
忙
で
も
あ
っ
た
モ
リ
ス
が
状

況
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
の
は
、
致
し
方
な
い

こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
大

反
対
を
押
し
切
っ
て
結
婚
し
た
と
い
う
経

緯
も
、
モ
リ
ス
に
意
地
を
張
ら
せ
る
理
由
と

な
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

私
生
活
で
の
苦
悩
を
昇
華
す
る
道
を
探

る
か
の
よ
う
に
、
モ
リ
ス
は
、
文
学
の
分

野
で
も
認
め
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

叙
事
詩
『
地
上
の
楽
園
（The E

arthly 
Paradise)

』
の
執
筆
に
励
む
。

　

そ
れ
に
し
て
も
不
可
解
な
の
は
、
そ
の

よ
う
な
時
期
に
、
モ
リ
ス
が
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
と

共
同
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
ー
に
ケ

ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
と
い
う
別
荘
を
借

り
た
こ
と
だ
。
モ
リ
ス
が
、
神
話
な
ど
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
の
文
化
に
興
味
を
い
だ
き
、
旅
行

に
出
か
け
た
際
は
、
な
り
ゆ
き
と
し
て
同
マ

ナ
ー
で
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
と
ジ
ェ
ー
ン
、
娘
た
ち

が
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

モ
リ
ス
は
、
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
を
ど
う
見
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

　

モ
リ
ス
が
出
合
っ
た
時
に
は
既
に
芸
術

家
と
し
て
一
派
を
な
し
、
年
齢
で
も
六
歳
年

モリスがジェーンをモデルに描いた
『Queen Guenevere』（1858 年）。

ロンドンの東郊外にあるレッド・ハウス。家の前の「井戸」が、
デザイン上のアクセントになっている。

ケルムスコット・プレスの刊行物の口絵に使わ
れた、ケルムスコット・マナー。
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上
だ
っ
た
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
に
、
あ
る
い
は
、
妻

を
託
す
よ
う
な
気
持
ち
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ジ
ェ
ー
ン
が
自
分
を
愛
し
て
結
婚

し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た

モ
リ
ス
は
、
自
分
を
責
め
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
ジ
ェ
ー
ン
が
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
の
そ

ば
に
い
ら
れ
る
よ
う
、
敢
え
て
そ
う
い
う
機

会
を
作
り
出
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

ジ
ェ
ー
ン
を
愛
す
る
が
こ
そ
で
、
ジ
ェ
ー
ン

を
女
性
と
し
て
幸
せ
に
し
て
や
り
た
い
と

い
う
、
モ
リ
ス
の
痛
々
し
い
ま
で
の
思
い
の

表
れ
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

友
人
と
の
決
別
を
招
い
た
モ
リ
ス
商
会

　

苦
悩
す
る
人
間
は
、
し
ば
し
ば
そ
れ
を
忘

れ
よ
う
と
す
る
か
の
ご
と
く
、
他
の
道
に
多

大
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
。
モ
リ
ス
も
そ

の
典
型
と
い
え
、
芸
術
と
生
活
の
一
致
を
目

指
し
、
幅
広
く
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
、

「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
（Arts 

and Crafts m
ovem

ent

）
」
と
現
在
呼
ば

れ
る
も
の
だ
。
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
垣
根

を
取
り
払
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を
生
活
の
場
に

取
り
込
も
う
と
す
る
思
想
は
、

ア
ー
ト
の
大
き
な
転
換
点
と

な
る
も
の
だ
っ
た
。

　

モ
リ
ス
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
商
会
を
、

も
っ
と
理
想
に
近
づ
け
よ
う

と
考
え
た
モ
リ
ス
は
、
そ
れ

を
解
散
し
て
、
一
八
七
五
年
、

新
た
に
単
独
で
モ
リ
ス
商
会

を
設
立
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
以
上
に
自
分
の
目
が
行
き

届
い
た
商
品
を
生
産
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
な
が
ら
モ
リ
ス
・

マ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
商
会
に
携

わ
っ
て
き
た
友
人
た
ち
は
、
そ
こ
で
二
派
に

分
か
れ
た
。
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
ウ
ェ
ッ

ブ
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
ら
は
モ
リ
ス
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ブ
ラ

ウ
ン
ら
は
モ
リ
ス
を
非
難
し
、
離
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
年
に
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ

ト
・
マ
ナ
ー
の
共
同
賃
貸
契
約
も
解
消
し
て

い
た
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
は
、
モ
リ
ス
と
は
袂
を
分

か
つ
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ジ
ェ
ー
ン
と
は
長
ら
く
手
紙
の
や
り
取

り
な
ど
も
続
け
た
も
の
の
、
最
後
は
友
人
と

し
て
の
つ
き
あ
い
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
は
、
一
八
八
二
年
、
五
十
三

歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

大
車
輪
の
活
躍

　

時
間
の
許
す
限
り
、
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・

マ
ナ
ー
で
過
ご
し
、
釣
り
な
ど
も
楽
し
ん
だ

モ
リ
ス
だ
が
、
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど

日
々
の
忙
し
さ
は
増
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る

よ
う
に
な
っ
た
モ
リ
ス
商
会
は
移
転
し
、
ま

す
ま
す
発
展
す
る
。
モ
リ
ス
は
、
ラ
グ
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
も
才
能
を
発
揮
、
超
の
つ
く
多
忙
な

時
期
を
過
ご
す
。
当
時
か
ら
お
し
ゃ
れ
な
通

り
で
あ
っ
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ス
ト

リ
ー
ト
の
新
し
い
店
で
、
家
庭
で
必
要
な
イ

ン
テ
リ
ア
用
品
の
ほ
と
ん
ど
を
買
え
る
よ

う
に
も
し
、
英
国
各
地
の
顧
客
の
家
に
出
向

い
て
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
も
請
け
負
っ

た
。

　

本
も
執
筆
し
続
け
て
い
た
モ
リ
ス
は
、
文

学
の
分
野
で
も
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
教

授
に
推
さ
れ
る
ま
で
と
な
っ
て
い
く
。
時
間

的
・
体
力
的
に
難
し
く
、
さ
す
が
に
そ
れ
は

辞
退
し
た
が
、
ア
ー
ト
の
分
野
で
は
、
美
術

史
に
関
す
る
造
詣
の
深
さ
も
手
伝
っ
て
、
講

師
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
る
な

ど
、
そ
の
活
動
の
幅
の
広
さ
に
は
脱
帽
す
る

し
か
な
い
。

　

自
著
『
地
上
の
楽
園
』
の
書
籍
と
し
て
の

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
理
想
を
持
っ
て
い

た
モ
リ
ス
は
、
そ
れ
も
自
ら
の
手
で
実
現
さ

せ
る
。
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
と
命
名

し
た
出
版
社
を
興
し
、
美
し
い
本
を
世
に
送

り
出
し
始
め
る
。

　

モ
リ
ス
は
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
飾
り
文
字
）
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
優

れ
た
素
養
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
こ
こ

で
存
分
に
い
か
し
た
の
だ
。
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ

ト
・
プ
レ
ス
か
ら
出
さ
れ
た
全
て
の
本
は
文

字
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も
含
め
モ
リ
ス
の
デ
ザ

イ
ン
で
、
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
ほ
と
ん

ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
手
掛
け
て
い
る
。
黄
金
の

コ
ン
ビ
と
呼
ん
で
良
い
だ
ろ
う
。

　

芸
術
家
、
事
業
家
と
し
て
も
名
が
広
ま

る
に
つ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
の
比
重
が

大
き
く
な
っ
て
い
く
が
、
都
市
と
と
も
に
カ

ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
も
美
し
く
保
ち
た
い
と

願
っ
た
モ
リ
ス
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス

ト
の
元
と
も
な
る
グ
ル
ー
プ
に
属
し
活
動

に
従
事
。
左
ペ
ー
ジ
に
て
ご
紹
介
し
て
い
る

モ
リ
ス
縁
の
場
所
の
中
に
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
ラ
ス
ト
の
手
で
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
彼
の
先
見
の
明
に
つ
い
て
考
え
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
で
の
静
か
な
最
期

　

産
業
革
命
に
よ
り
、
大
量
生
産
品
に
手
工

芸
品
が
押
し
や
ら
れ
た
当
時
の
英
国
は
、
モ

リ
ス
の
意
に
染
ま
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

芸
術
家
で
あ
る
と
同
時
に
理
想
主
義
者

で
実
務
家
で
も
あ
っ
た
モ
リ
ス
は
、
理
想

の
実
現
に
は
社
会
変
革
が
必
要
と
考
え
、

政
治
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
。
マ
ル
ク

ス
主
義
に
傾
倒
し
、
一
八
八
四
年
に
は
社

会
主
義
同
盟
を
結
成
、
そ
の
機
関
紙

に
五
年
間
寄
稿
を
続
け
た
。
罰
金
で

済
ん
だ
が
、
街
角
に
立
っ
て
演
説
し
、

逮
捕
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

や
や
太
り
気
味
で
、
ロ
ゼ
ッ
テ
ィ

や
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
な
ど
に

丸
っ
こ
く
描
か
れ
た
風
刺
画
的
な
絵

も
残
さ
れ
て
い
る
モ
リ
ス
は
、
腎
臓

を
患
い
、
糖
尿
病
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

長
女
ジ
ェ
ー
ン
は
十
代
の
頃
、
テ
ン

カ
ン
に
苦
し
み
、
モ
リ
ス
と
ジ
ェ
ー

ン
を
大
い
に
心
配
さ
せ
た
が
、
こ
れ

は
モ
リ
ス
の
家
系
か
ら
の
遺
伝
で
、
モ
リ
ス

自
身
を
も
蝕
ん
だ
こ
と
が
最
近
の
研
究
で

発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

も
て
る
才
能
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
い
、

多
方
面
で
活
躍
し
て
い
た
モ
リ
ス
も
、
天
命

に
は
逆
ら
え
な
か
っ
た
。
五
十
代
に
入
っ
て

か
ら
は
徐
々
に
磨
り
減
っ
て
い
く
か
の
よ
う

に
、
次
第
に
弱
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
モ

リ
ス
は
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
ハ
ウ
ス
と
名
づ

け
ら
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
家
で
、
一
八
九
六
年
、

息
を
ひ
き
と
っ
た
。
六
十
二
年
の
、
常
人
に

は
味
わ
い
得
な
い
中
身
の
濃
い
生
涯
だ
っ
た
。

　

モ
リ
ス
は
、
生
涯
愛
し
た
地
ケ
ル
ム
ス

コ
ッ
ト
で
、
友
人
ウ
ェ
ッ
ブ
の
デ
ザ
イ
ン
し

た
墓
石
の
下
に
安
息
の
場
を
与
え
ら
れ
た
。

ジ
ェ
ー
ン
も
、
今
は
娘
達
と
と
も
に
モ
リ
ス

の
そ
ば
で
永
久
の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。

ロ
ゼ
ッ
テ
ィ
が
ジ
ェ
ー
ン
を
モ
デ
ル
に
し
て
描
い
た
『P

roserpine

』
（
一
八
七
四
年
）
。

ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
刊
『The N

ature of G
othic

』
（
ラ
ス
キ
ン
著
、
一
八
九
〇
年
）

ともに白髪となった、エドワード・バーン＝
ジョーンズ（左）とウィリアム・モリス。1890
年ごろ撮影。
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レッド・ハウス Red House
モリス自身が計
画段階から参加
して建てさせた
唯 一 の 自 宅。 モ
リスの生涯の友、
エドワード・バー
ン＝ジョーンズ
が「地球上で最も美しい所」とたたえた。現
在はナショナル・トラストが管理している。

設計も担当したフィリップ・ウェッブと、
モリスのデザインによる家具、バーン＝
ジョーンズによるステンドグラスや絵画
など家全体が見どころといえる。モリス
がデザインのヒントを得たのではないか、
と思わせる草花が植えられた庭もお見逃
しなく。

【アクセス】
最寄の駐車場からの距離と、ベクスリー
ヒース駅Bexleyheathからの距離はほぼ同
じで約1.2キロ。バスで途中まで行けるが、
歩いても20分余りの距離。ロンドン・ブ
リッジ駅からベクスリーヒース駅まで30
分に１本（ダートフォードDartford方面行
き）、所要約30分。

【2010年オープン時間】
3月3日～ 11月28日 水－日  11:00 - 17:00
12月3日～ 12月19日 金－日  11:00 - 17:00
バンクホリデーの月曜日  11:00 - 17:00

【入場料】大人 7.60ポンド
子供 3.80ポンド
Red House Lane, Bexleyheath, 
London DA6 8JF
Tel: 020 8304 9878（ガイドツアーブッキング）
www.nationaltrust.org.uk/main/w-redhouse 

ケルムスコット・マナー  Kelmscott Manor
モリスの別荘。グレード I の歴史的建築物に指定されているチューダー朝様式の
ファームハウス。この地を愛したモリスの墓は、同じケルムスコットの聖ジョー
ジ教会にある。

【2010年オープン時間】4月3日～ 9月30日  水、第1＆第3土  11:00 - 17:00
【入場料】大人 9.50ポンド／子供 4.75ポンド

Kelmscott, Lechlade, Gloucestershire GL7 3HJ
Tel: 01367 252486
www.kelmscottmanor.org.uk

ウィリアム・モリス・ギャラリー William Morris Gallery
父を亡くした後、広大な屋敷が不要となっため、モリス一家が越してきた家。
1848年から1856年まで一家が暮らした。モリス・マーシャル・フォークナー商
会を立ち上げた頃の、モリスとその友人たちがデ
ザインした家具、ステンドグラス、タイルなどが
展示されている。

【オープン時間】水～日  10:00 - 17:00
【入場料】無料  　P  あり

Lloyd Park, Forest Road, Walthamstow E17 4PP
Tel: 020 8496 4390
www.walthamforest.gov.uk/william-morris

ワイトウィック・マナー・アンド・ガーデンズ
Wightwick Manor and Gardens
ダンテ・ガブリエル・ロゼッティとエドワード・バーン＝ジョーンズの作品や
モリスの手によるインテリアなど、当時のアーツ・アンド・クラフツ運動の影
響が保たれているヴィクトリア朝後期のマナー・ハウス。

【2010年のオープン】 2月20日～ 10月31日  水－日  11: 00 - 17:00
 11月6日～ 12月19日  土－日  11: 00 - 17:00
＊ガーデン、ティールーム、ショップのオープン時間はホームページ参照

【入場料】大人 8.70ポンド／子供 4.30ポンド
Wightwick Bank, Wolverhampton, West Midlands WV6 8EE
Tel: 01902 761400
www.nationaltrust.org.uk/main/w-wightwickmanor

レッド・ハウスを庭
から眺めたところ。右
は、同ハウスへの入
口の門に掲げられた
ブルー・プラーク。
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